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コロナ禍での

大学生活 / 就職支援

特集
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キャンパス案内

「デジタルを活用した
 大学・高専教育高度化プラン」に採択

とは？

2つのキャンパスをのぞこう

安威・総持寺

文部科学省新規事業

始
ま
る
、

新
し
い
学
生
生
活
。

始
ま
る
、

新
し
い
学
生
生
活
。



　

多
く
の
学
生
が
、
対
面
授
業
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
述
べ
て
く
れ

て
い
ま
す
が
、
家
族
の
こ
と
も
あ
り
通
学
時
の
感
染
が
心
配
な
の
で

全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
が
望
ま
し
い
、
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
指
針
で
は
、
原
則
的
に
、
60
を
超
え
る
単
位
を
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
で
取
得
し
た
場
合
は
卒
業
単
位
に
参
入
し
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
社
会
情
勢
か
ら
特
例
的
に
認
め
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
通
信
制
で
は
な
い
一
般
的
な
大
学
に
お
い
て
は
対
面

授
業
が
基
本
で
あ
る
と
の
見
方
が
改
め
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
健
康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
し
な
が
ら
、
学
修
に
関
し
て

不
利
な
状
況
が
ふ
り
か
か
る
こ
と
も
極
力
避
け
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
理
解
賜
り
、
学
生
た
ち
を
共
に
支
え
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
ご
後
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
桜
の
花
と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
パ

ス
に
も
学
生
た
ち
の
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
、

大
学
ら
し
さ
が
戻
り
う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
事
態
は
な
か
な
か
収
束
し

ま
せ
ん
。

　

学
生
た
ち
の
活
動
に
も
多
く
の
制
約
が

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
4
年
間
の
在
学

期
間
は
、
学
生
の
心
身
の
成
長
の
た
め
に

重
要
な
時
期
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
年
度
は
、
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
最
適
な
割
合
を
探
り
な
が
ら
、
こ
れ

ら
を
併
用
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
教
育
後
援
会
と
は
、
大
学
創
設
時
よ
り
発
足
し
、
大
学
と
保

護
者
の
強
い
連
携
を
図
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
団
体
で
あ
り
ま
す
。

　

当
会
は
大
学
の
教
育
方
針
に
則
り
、
学
生
へ
の
福
祉
の
増
進
、
教

育
環
境
の
向
上
及
び
会
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
教
育

活
動
・
課
外
活
動
・
就
職
活
動
へ
の
援
助
、
大
学
諸
施
設
設
備
費
へ

の
協
力
、
奨
学
金
の
給
付
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
様
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
「
保
護
者
の
た
め
の

就
職
講
演
会
」
、「
見
学
懇
親
会
」
な
ど
幅
広
く
様
々
な
活
動
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
大
学
の
一
層
の
発
展
と
お
子
様
方
が
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
深
い
ご
理
解
と
あ
た
た

か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
た
学
び
の
場
で
あ
る
大
学
生
活
も
、
拡
大
防
止
を

受
け
て
大
変
様
変
わ
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
日
々
柔
軟
に
対
応
し
、

よ
り
良
い
学
生
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

 

追
手
門
学
院
大
学
へ
の
ご
入
学
を
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
追
手
門

学
院
大
学
教
育
後
援
会
の
会
員
と
し
て
ご

一
緒
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
心
強
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
い
お
子
様
及
び
保
護
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
不
安
な
日
々
を

お
過
ご
し
さ
れ
て
い
る
事
と
存
じ
ま
す
。

真
銅 

正
宏

追
手
門
学
院
大
学
学
長

笠
間 

優
雄

教
育
後
援
会
会
長

保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

会
員
の
皆
さ
ま
へ

とは？教育DX
「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン」に採択
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会
長
（
１
名
）

　

笠
間 

優
雄
（
国
際
教
養
／
２
年
）

 

副
会
長
（
２
名
）

　

鈴
木 

兼
恵
（
社
会
／
４
年
）

　

西
尾 

安
奈
（
経
営
／
３
年
）

 

会
計
（
２
名
）

　

安
藤 

実
紀
子
（
社
会
／
４
年
）

　

梶
元 

周
輔
（
財
務
課
長
）

 

会
計
監
査
（
２
名
）

　

野
山 

美
紀
（
国
際
教
養
／
３
年
）

　

森
本 

稔
子
（
国
際
教
養
／
３
年
）

 

委
員
（
18
名
以
内
）

　

稲
野 

孝
子
（
社
会
／
３
年
）

　

岡
本 

睦
弥
（
心
理
／
３
年
）

　

海
老 

洋
美
（
国
際
教
養
／
２
年
）

　

小
野 

仁
美
（
地
域
創
造
／
２
年
）

　

木
村 

知
美
（
地
域
創
造
／
２
年
）

　

松
井 

智
子
（
経
営
／
２
年
）

　

森
岡 

智
子
（
社
会
／
２
年
）

　

飯
尾 

久
仁
子
（
経
営
／
１
年
）

　

寺
崎  

喜
雄
（
経
営
／
１
年
）

　

吉
田  

恵
（
経
営
／
１
年
）

　

吉
田  

由
香
（
経
営
／
１
年
）

２
０
２
１
年
度

教
育
後
援
会
役
員

２０２１年度は新役員として１年次生保護者より
４名が就任し、合計18名で活動してまいります。

原案のとおり承認されました。

２０２１年度 事業計画及び収支予算書

2021年度教育後援会収支予算書
<2021年4月1日～2022年3月31日>

136,289,454 121,404,860 14,884,594

(単位：円)　

100,000 100,000 0

100,000 100,000 0 委員会､役員打合せ､教育振興会の集い ほか

2,500,000 1,000,000 1,500,000 見学懇親会旅費､おうてもん塾運営費　

総会､保護者のための就職講演会､学園祭出店 など

16,250,000 16,250,000 0

40,000,000 40,000,000 0
課外活動への援助､SPI試験・就職模擬テスト受験
料援助､国際交流事業への援助､食堂朝食援助､教室
AV設備リプレース支援 など

1,000,000 1,000,000 0 会報発行費 (年1回)

5,700,000 5,357,000 343,000 入学・卒業記念品の贈呈入学＠1000円×2,100名 卒業＠2,000円×1,800名

500,000 500,000 0 祝金及び弔慰金・供花 など

2,500,000 2,500,000 0 会報郵送料､各種案内状郵送料 (総会冊子)､電話料 ほか

1,000,000 1,000,000 0 事務用品､封筒､ｺﾋﾟｰ代､会報･案内状封入作業代 ほか

250,000 250,000 0 ホームページの維持・更新料 ほか

10,000 1,000 9,000 残高証明書発行手数料

3,700,000 1,200,000 2,500,000 図書・雑誌への支援 (ディスカバリープロムナード)､教育後援会事務の委託にかかる経費補填

1,000,000 1,000,000 0

75,110,000 70,758,000 4,352,000

　

61,179,454 50,646,860 10,532,594

136,289,454 121,404,860 14,884,594

500,000 500,000 0

科　　　目　　

58,785,000 66,640,000 △7,855,000 ＠10,000円×3,807名　＠5000円×4,143名(2021年4月1日現在)

1,000,000 0 1,000,000 見学懇親会参加費

500 500 0 預金利息

0 0 0

59,785,500 66,640,500 △6,855,000

76,503,954 61,619,360 14,884,594

給付奨学金 1,125万円(@375,000円×30名）､
修学援助給付奨学金 500万円(@50万円×10名)

予 算 額 前年度予算額 差　　異 備　　　　　　　考

支出の部合計

次年度繰越金

当年度支出合計

予 備 費

寄 付 金

雑 費

広 報 費

事 務 費

通 信 費

慶 弔 費

記 念 品 費

会 報 作 成 費

学生関係援助費

学生奨学金助成費

教育・就職講演会援助費

会 員 研 修 費

会 議 費

渉 外 費

（支出の部）

収入の部合計

前年度繰越金

当年度収入合計

雑 収 入

受取利息配当金

会員研修参加費

会 費

（収入の部）

原案のとおり承認されました。

２０２０年度 収支決算報告及び会計監査報告

科　　　目　　予 算 額 決 算 額 差　　異 備　考

支出の部合計

次年度繰越金

当年度支出合計

予 備 費

寄 付 金

雑 費

広 報 費

事 務 費

通 信 費

慶 弔 費

記 念 品 費

会 報 作 成 費

学生関係援助費

学生奨学金助成費

教育・就職講演会援助費

会 員 研 修 費

会 議 費

渉 外 費

（支出の部）

収入の部合計

前年度繰越金

当年度収入合計

雑 収 入

受取利息配当金

会員研修参加費

会 費

（収入の部）

会報郵送料､各種案内状郵送料 (総会冊子等)､電話料 ほか

事務用品､封筒､ｺﾋﾟｰ代､会報･案内状封入作業代 ほか

(単位：円)　

100,000 0 100,000

100,000 8,629 91,371 役員打合せなど

1,000,000 0 1,000,000 見学懇親会旅費*､おうてもん塾運営費*
500,000 90,680 409,320 総会 (書面審議)､保護者のための就職講演会､学園祭出店*

16,250,000 13,550,000 2,700,000

40,000,000 26,124,714 13,875,286
課外活動への援助､就職試験対策講座援助､国際交流事業への援
助､食堂朝食・昼食援助､コロナ禍における教科書自宅配送費､
教室AV設備リプレース支援､新キャンパス図書・雑誌への支援

1,000,000 777,484 222,516 会報発行費（年1回)

5,357,000 6,107,500 △750,500

500,000 152,000 348,000

2,144,6742,500,000 355,326

767,7481,000,000 232,252

33,580250,000 216,420 ホームページの維持・更新料 ほか

7,4801,000 △6,480 残高証明書発行手数料、銀行振込手数料

1,200,0001,200,000 0 教育後援会事務委託にかかる経費補填

01,000,000 1,000,000

50,964,48970,758,000 19,793,511

76,503,95457,501,860 △19,002,094

127,468,443128,259,860 791,417

入学・卒業記念品の贈呈  
入学＠1,000円×2,120名 卒業＠2,750円×1,450名

祝金及び弔慰金・供花 など

66,640,000 65,765,000 875,000

0 0 0 見学懇親会参加費*
500 583 △83

66,640,500 65,849,083 791,417

61,619,360 61,619,360 0

128,259,860 127,468,443 791,417

0 83,500 △83,500 チア&ダンスエデュケーション大会参加費キャンセル料受入

給付奨学金 1,117万5千円 (春学期10名、秋学期19名)
修学援助給付奨学金 275万円 (7名)
※給付奨学金採用取消 △37万5千円 (1名)

(＊新型コロナウイルス感染防止のため中止)

＠5,000円×2,177名　＠10,000円×5,488名

2020年度教育後援会収支計算書
<2020年4月1日～2021年3月31日>

会計監査　野山　美紀

会計監査　森本　稔子

会長　笠間　優雄

会計　安藤　実紀子

会計　梶元　周輔

2020年度教育後援会の会計について監査の結果、
すべて適正、かつ正確であることを認めます。
2021年5月15日

追手門学院大学教育後援会

上記のとおり報告いたします。

2021年5月15日

追手門学院大学教育後援会

例
年
、見
学
懇
親
会
な
ら
び
に
お
う

て
も
ん
塾
を
教
育
振
興
会
と
共
催
で

開
催
し
て
い
た
が
、２
０
２
０
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
い
ず
れ
も
開
催
を
見
送

っ
た
。 

４
． 

教
育
振
興
会
と
の
連
携

慶
弔
規
定
に
も
と
づ
く
祝
金

及
び
弔
慰
金
の
給
付

５
）

実
行
委
員
会
を
書
面
審
議
に
て
４
回

開
催
し
た
。２
０
２
０
年
５
月
に
書
面

審
議
に
て
会
員
総
会
を
開
催
し
た
。

実
行
委
員
会
、会
員
総
会
の
開
催

４
）

２
０
２
１
年
２
月
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
演
会
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
演
会
、個
人
相
談
会

を
行
っ
た
。

保
護
者
の
た
め
の

就
職
講
演
会
の
開
催

３
）

各
行
事
の
お
知
ら
せ
や
報
告
等
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
の
充

実
を
図
っ
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の

会
員
へ
の
広
報

２
）

２
０
２
０
年
７
月
30
日
に
会
報
第
１

０
６
号
を
発
行
し
た
。

会
報
の
発
行（
７
月
）

１
） ３

．大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
、　  

　

  

会
員
相
互
の
親
睦

教
育
後
援
会
事
務
の
委
託
に
か
か
る

経
費
補
填
と
し
て
学
院
へ
寄
付
を
行

っ
た
。

教
育
後
援
会
事
務
の
委
託
に

か
か
る
経
費
補
填

３
）

総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス「
ディ
ス
カ
バ
リ
ー

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」へ
の
図
書
・
雑
誌
購

入
の
支
援
を
行
っ
た
。

大
学
設
備
充
実
の
た
め
の
援
助

２
）

教
室
Ａ
Ｖ
設
備
リ
プ
レ
ー
ス
へ
の
支
援

を
行
っ
た
。

大
学
新
規
事
業
へ
の
援
助

１
）

２
０
２
０
年
度
卒
業
生
へ
は
卒
業
記

念
品
と
し
て
ネ
ー
ム
印
と
ク
リ
ス
タ
ル

ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
を
贈
呈
し
た
。

２
０
２
１
年
度
入
学
生
へ
の
入
学
記

念
品
と
し
て
、図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

し
た
。

入
学
・
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

７
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
科
書
の
対
面
販

売
中
止
を
受
け
、学
生
宅
へ
の
教
科

書
配
送
料
を
全
額
援
助
し
た
。

そ
の
他

８
）

春
学
期
、秋
学
期
授
業
期
間
中（
平

日
8
時
30
分
〜
10
時
）に
食
堂
で
販

売
さ
れ
る
朝
定
食
の
費
用
を
一
部
援

助
。秋
学
期
よ
り
昼
定
食
に
つ
い
て
も

一
部
援
助
を
開
始
し
た
。

朝
定
食
の
費
用
一
部
援
助

６
）

課
外
活
動
団
体
の
大
会
出
場
に
か
か

る
諸
経
費
、学
外
施
設
の
利
用
料
及

び
成
績
優
秀
団
体
へ
の
報
奨
金
等
の

援
助
を
行
っ
た
。

課
外
活
動
に
対
す
る
援
助

５
）

２０20年度 事業報告

語
学
検
定
の
検
定
料
援
助
を
行
っ
た
。

国
際
交
流
活
動
に
対
す
る
援
助

４
）

３
回
生
を
対
象
と
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策

講
座
受
講
料
の
全
額
援
助
を
行
っ
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
、就
職
模
擬
試
験
、

筆
記
試
験
受
験
後
の
対
策
講
座

受
講
料
援
助

３
）

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験（
無
料
）と
な
り
、

援
助
は
な
し
と
な
っ
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
、就
職
模
擬
試
験
、

筆
記
試
験
の
受
験
料
全
額
援
助

２
） ・  

教
育
後
援
会
給
付
奨
学
金

修
学
の
熱
意
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難

な
学
生
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

２
０
２
０
年
度
は
春
学
期
10
名
、秋
学

期
19
名
、合
計
29
名
の
学
生
に
給
付

し
た
。

・  

教
育
後
援
会
修
学
援
助
給
付
奨
学
金

学
資
支
弁
者
た
る
父
母
ま
た
は
保
証

人
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
る
家
計
急

変
の
た
め
に
、修
学
を
継
続
す
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
と
な
っ
た
学
生
の

学
費
等
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

２
０
２
０
年
度
は
7
名
の
学
生
に
給

付
し
た
。

奨
学
金
の
給
付

（
給
付
奨
学
金
及
び
修
学
援
助
給
付
奨
学
金
）

１
） １

． 

学
生
へ
の
助
成

本会は、　１． 学生の福祉を増進する
　　　　 ２． 教育環境の向上に寄与する
 　　　　３． 大学と家庭の連携及び会員相互の親睦を図る　を目的として、２０２０年度事業計画に基づき、次の事業を実施した。

２
．大
学
へ
の
援
助

(左) [ 図書カードNEXT ] 全国の書店やオンライン書店で使え
るQRコード読取り方式の図書カード。/ (右上) [ペーパーウェ
イト] 総持寺キャンパスのACADEMICARKが彫刻されたペ
ーパーウェイト。/ (右下) [ ネーム印 ] 認印と浸透印・訂正印が
セットになったペン型のネーム印。

入学・卒業記念品の贈呈

¥ 10
00

有効期
限 ：

ID ：

PIN ：
- ご入

学おめ
でとう

ござい
ます 

-

追手門
学院大

学　教
育後援

会

http:/
/ww

w.og
y-kyo

ikuko
en.co

m

¥ 10
00

有効期
限 ：

ID ：

PIN ：
- ご入

学おめ
でとう

ござい
ます 

-

追手門
学院大

学　教
育後援

会

http:/
/ww

w.og
y-kyo

ikuko
en.co

m

卒業生と入学生へ記念品を贈呈しました！

▶ 

入
学
記
念
品

　

 

図
書
カ
ー
ド
N
E
X
T

▲ 卒業記念品
ペーパーウェイト・ネーム印

昼定食 学生特別価格 350円！

教育後援会からの補助により
昼定食を11:00～限定100食で
学生特別価格350円で提供して
います。あつあつのごはんとお味
噌汁、日替わりメニューに加えて
お好きな小鉢を2品選ぶことがで
きます。月曜から金曜の授業期間
中、ごはんや追手門食堂(安威)・
追手門学院食堂(総持寺)にて提供
しています。(通常価格：450円)

２
０
２
１
年
度
追
手
門
学
院
大
学
教
育
後
援
会
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

皆
さ
ま
と
一
堂
に
会
す
る
形
式
を
取
り
や
め
、書
面
で
の
審
議
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
書
面
議
決
書
」又
は「
委
任
状
」を
６
月
15
日（
火
）ま
で
に
ご
返
信
い
た
だ
き
ま
し
た
。詳
細
は
次
の
通
り
で
す
。

２
０
２
１
年
度

教
育
後
援
会
総
会
報
告

04 総会報告 総会報告 03

http://www.ogy-kyoikukoen.com
http://www.ogy-kyoikukoen.com
http://www.ogy-kyoikukoen.com
http://www.ogy-kyoikukoen.com


食堂棟03

将軍山会館08

キャリア・アクションコモンズ 02

情報メディア課 01

成熟社会研究所10

図書館 11

就職・キャリア支援課04

教職支援センター07

E-CO 05
国際交流教育課09

学生支援課06

CAMPUS
TOUR!
WEBオープンキャンパス

学 生 企 画

茨木安威キャンパスを
ご
案
内
！

茨木安威キャンパスを
ご
案
内
！

オープンキャンパススタッフが

オープンキャンパススタッフが

経
済
・
経
営
・
社
会
・
心
理

４
学
部
が
学
ぶ
、

伝
統
の
キ
ャン
パ
ス

図書館図書館
多くの蔵書と閲覧席を配した開放感ある閲覧室
と、宮本輝ミュージアム、オーストラリア・ライブラリ
ーを付設しています。キャンパスの中心に位置し、
入口は5号館5階にあります。

11

成熟社会研究所成熟社会研究所
「若者には若者の成熟がある！」をスローガンに、若者の
自立と社会環境に関わる調査・研究・提言を行っています。
学生研究員も小豆島プロジェクトなどで活躍しています！

10 研究棟6階

紹介MOVIE

「小豆島プロジェクト」で、茨木と小豆島を
つなぐクラフトビールを商品化！
頑張る追大生をインタビューでご紹介！

国際交流教育課国際交流教育課09
中央棟2階 国際交流教育課では、様 な々

国際交流に関する活動を推進
しています。留学・国際交流に
関するご相談を随時受け付け
ています。

学院・大学の歴史、学生生
活、卒業生などを展示室で
ご紹介しています。大学校友
会の基金によって建設され、
教育後援会からは机や椅子
といった備品等を寄贈して
います。

将軍山会館将軍山会館 08

教職支援センター教職支援センター
教職支援センターでは、教員を志す学生およ
び卒業生に対して、教職に関する学習支援
や教員免許取得、教員採用試験対策など、
教員養成に必要なさまざまな支援を行います。

07
中央棟B1階

学生支援課学生支援課

体育系・文化系合わせ49の公認クラブがあり、茨木安
威キャンパスにあるグラウンド、体育館、松籟庵（茶室）、
スタジオ等を中心に学内外で日々活動している学生を
支援しています。また、追手門学院大学及び教育後援会
は、給付型奨学金を実施しています。

06

1号館1階

English Café at Otemon（E-CO）は、
学部問わず利用でき、語学を楽しく学
べる施設です。一人一人の自律学習を
サポートする先生、留学生、日本人の学
生との国際交流をとおし、社会性も磨け
ます。

English Café
at Otemon
English Café
at Otemon

05 中央棟2階

就職や進路に関する支援や個人相談を行っています。
国家資格を持った相談員が多数おります。また、専門学校
と業務提携して資格取得支援も行っています。
全学年が利用できます。

就職・キャリア支援課就職・キャリア支援課
04

1号館１階

食堂棟食堂棟
テラス席もある広 と々した食堂は、
２つのフロアがあり、各階それぞれ
おすすめメニューを展開し、品揃え
も豊富です。

03

インターンシップやプロジェクト
活動に取り組む学生のワーキング
スペース。また、英語・数学を学習
する学生の支援やレポート、卒業
論文等の指導も行っています。

キャリア・アクション
コモンズ
キャリア・アクション
コモンズ

025号館B１階

学生・教職員向けにICT全般、あるいは
AV設備の利用等について、日常的なサポ
ートを行っています。5号館の4階に事務室
があります。

情報メディア課情報メディア課01
5号館4階

06 茨木安威キャンパスマップ 茨木安威キャンパスマップ 05

https://www.youtube.com/watch?v=7BxLqxs8sNE&list=PL9RlTryJRzQ4L2UCJSuWHyTUmagMzaZBo&index=1
https://www.youtube.com/watch?v=TqnZvrtMuzY


自転車置き場

バイク置き場

大学棟

教育理念プレート

メインゲートにある学院の教育理念
「独立自彊・社会有為」は教育後援
会から寄贈です。

食堂棟03

\ ACADEMIC ARKを大解剖！？ /

\ ACADEMIC ARKを大解剖！？ /

WEBオープンキャンパス

オープンキャンパススタッフがご案内！

１
年
次
生
全
員
と

地
域
創
造
・
国
際
教
養

２
学
部
が
学
ぶ
、革
新
の
キ
ャン
パ
ス

図書館06

図書館06

就職・キャリア支援課
05

国際交流教育課02

情報メディア課04

E-CO01

5F

4F

3F

2F

1F

06 図書館

アカデミックアークの中央にあり、3方向の入口のどこ
からでもアクセス可能。二層構造の下層は賑やかに、
上層は静かに学べるスペースになっています。

アラムナイライブラリー

就職・
キャリア支援課
就職・
キャリア支援課05

大学棟2階
紹介MOVIE

宅建講座受講生の
合格率80.5％！(2019年度)
宅建・行政書士の合格を
目指せる追大の資格講座
についてご紹介！

就職や進路に関する支援や個人相
談を行っています。国家資格を持った
相談員が多数おります。また、専門学
校と業務提携して資格取得支援も行
っています。全学年が利用できます。

情報メディア課
安威キャンパスと同様の
業務を行っており、1年生
のパソコン利用サポートを
中心に活動しています。

04
大学棟2階

食堂棟食堂棟03
全面ガラス張りで、明るくゆったり
とした店内には、食堂だけでなく、
カフェ・コンビニ・まちライブラリーを
併設しています。

02
国際交流教育課
国際交流教育課では、様 な々国際
交流に関する活動を推進しています。
留学・国際交流に関するご相談を随
時受け付けています。

大学棟2階

English Café at Otemon（E-CO）は、
学部問わず利用でき、語学を楽しく学べ
る施設です。一人一人の自律
学習をサポートする先生、
留学生、日本人の学生
との国際交流をとおし、
社会性も磨けます。

01
English Café
at Otemon
English Café
at Otemon
Global Studio

08 茨木総持寺キャンパスマップ 茨木総持寺キャンパスマップ 07

https://www.youtube.com/watch?v=_PrWiFyH7IA
https://www.youtube.com/watch?v=UZgDJ7NRUco&list=PL9RlTryJRzQ4L2UCJSuWHyTUmagMzaZBo&index=2


感染拡大防止の観点から、乗車率を下げて運行しています。スク
ールバス乗車時における検温の実施、マスク着用、手指の消毒、
補助席の使用禁止、車内での会話を控えるといった対策を徹底
して行っています。また、スクールバスには、外気導入固定運転機
能が搭載されており、常に車内換気を行っています。

スクールバスについてスクールバスについて44対策対策

ガイドラインを策定し、状況に応じて、参加人数、時間、練習量等
を制限し、感染対策を講じたうえで実施する体制を整えました。ま
た、ONE TAP SPORTSを利用した事前の体調記録・行動記
録を開始し、日々学生の健康管理を行っています。緊急事態宣
言が発令されている期間については、クラブ・サークル活動は原
則中止としています。

課外活動について課外活動について33対策対策

1.入口で必ず検温と手指の消毒を行ってください。
　 ※体調がすぐれない方は、利用を控えてください。
2.飲食時以外は、必ずマスクを着用してください。
3.食券購入時や配膳時は、１人ずつ間隔をあけて並んでください。
4.できる限り間隔をあけて着席してください。
5.食事は速やかに済ませ、会話は必要最低限にしてください。
6.席の使用前・使用後はテーブルと椅子を消毒してください。

食堂利用に関する注意事項

感染リスクが高い場面ですので、徹底した感染防止対策を実施
しています。アクリル板の設置、消毒用アルコールの設置、テーブ
ル席の利用可能人数制限等に加え、食堂利用に関する注意事
項を設定し、利用者に徹底しています。

食堂利用について食堂利用について22対策対策

1.登校日の朝37.5度以上の熱がある
2.咳や鼻水、頭や喉の痛みなどといった風邪症状がある
3.息苦しさ（呼吸困難）が続く
4.強い倦怠感や味覚障害・嗅覚障害がある

自己チェックの4要件

36.5℃

総持寺キャンパスでは入口に自動体温測定カ
メラと消毒液を設置し、必ず検温と手指の消毒
を行ってから各施設へ向かうようにしています。
自動体温測定カメラは顔認証タイプで、マスク
をしていないと自動的に注意音声が流れる仕
組みになっています。安威キャンパスでは、５号
館B１階及び、６号館1階に自動体温測定カメラ
が設置されており、必ずどちらかで検温を行っ
てから各施設へ向かうようにしています。

キャンパス内では手指のアルコール消毒、マスクの着用、「３密」
の回避を徹底するようデジタルサイネージにポスターを掲出して
いるほか、学友会追風の学生が作成したステッカーを各所に掲
示、呼びかけ等によって周知しています。

登校当日の朝、自宅で事前に次の「4要件」すべてに該当しない
ことを各自でチェックしてもらうよう周知・徹底しています。

建物入口チェック

入構後の必須事項事前自己チェック

入構に際して入構に際して11対策対策

新型コロナウイルスの感染拡大が続いている中、
追手門学院大学では様 な々感染防止対策に取り組み、
学生の皆さんの安全を守りながら
授業やその他諸活動を継続し、学修機会の確保に努めております。

新型コロナウイルス

感染防止対策
新型コロナウイルス

感染防止対策 03

ま
す
。積
極
的
に
フォ
ロ
ー
し
あ
っ
て
先

生
と
学
生
み
ん
な
で
授
業
を
作
っ
て

い
け
た
ら
楽
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

｜
｜

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
は
慣
れ
ま

し
た
か
？

中
田
　
当
初
は
家
に
パソ
コン
が
な
く
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
ど
う
いっ
た
も
の

な
の
か
想
像
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
不

安
で
し
た
。大
学
か
ら
の
支
援
で

W
i-Fi

と
パ
ソ
コ
ン
の
借
用
が
で
き
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。私
の
場
合
は
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
に
よ
っ
て
パ
ソ
コ
ン
操
作
自
体
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、こ
の
時
期
の
就
職

活
動
や
面
接
な
ど
に
お
い
て
も
自
信

や
強
み
、成
長
に
つ
な
がっ
て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
時
、ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
授

業
で
は
、対
面
と
比
べ
て
場
の
空
気
が

掴
め
な
い
こ
と
や
、発
言
の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
難
し
い
な
ど
戸
惑
い
も
あ
り
ま

し
た
。で
も
、回
数
を
重
ね
て
い
く
う

ち
に
、一
人
一
人
に
話
し
を
振
る
な
ど
、

発
言
し
や
す
い
雰
囲
気
作
り
に
努
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。自
分
だ
け

で
な
く
周
り
の
人
に
も
慣
れ
て
も
ら

え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　｜
｜

先
生
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
と
れ
ま
す
か
？

中
田
　
も
と
も
と
は
ア
ナ
ロ
グ
タ
イ
プ

で
、実
際
に
話
し
た
ほ
う
が
伝
わ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

で
も
、先
生
は
質
問
す
る
時
間
を
た

く
さ
ん
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。先
生

に
メ
ー
ル
を
送
る
機
会
が
増
え
、ビ
ジ

ネ
ス
メ
ー
ル
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。こ
れ
は
就
職
活
動
に
も
繋
が
っ
て

い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
き
っ
か
け

に
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
た

こ
と
で
、苦
手
意
識
が
な
く
な
り
ま

し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
は
、自
分
の

強
み
や
自
信
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

｜
｜

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
内
容
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
木
　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
出
席
す
る
ラ

イ
ブ
型
授
業
と
、自
分
の
時
間
に
合

わ
せ
て
ア
ク
セ
ス
し
聴
講
す
る
オ
ン
デ

マン
ド
授
業
が
あ
り
ま
す
。ラ
イ
ブ
型

授
業
で
は
ディ
ス
カ
ッ
ション
を
し
た
り
、

質
問
が
あ
る
学
生
は
授
業
終
了
後
に

そ
の
ま
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
に
残
っ
て
先
生

と
話
し
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
授
業
開
始
時
は
、話
し
始
め
が
難

し
かっ
た
り
し
て
う
ま
く
回
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、自
分
た
ち
で

改
善
策
を
見
つ
け
て
、よ
り
よ
く
授

業
が
回
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。私

も
、み
ん
な
が
話
せ
る
よ
う
な
雰
囲

気
作
り
や
、議
論
を
円
滑
に
進
行
す

る
議
長
の
よ
う
な
役
割
を
し
て
い
ま

す
。ま
た
先
生
方
も
、緊
張
し
た
雰
囲

気
を
和
ま
せ
る
た
め
、授
業
の
始
め
に

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
っ

た
り
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
チ
ャッ
ト
機
能
や

W
eb
C
lass

で
質
問
が
で
き
る
コ
メ

ン
ト
枠
を
作
る
な
ど
、オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

｜
｜

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
よ
い
点
、大

変
な
点
は
？

八
木
　
良
い
点
は
、周
り
の
話
し
声

な
ど
気
が
散
る
要
素
が
な
く
な
っ
た

の
で
、よ
り
授
業
に
集
中
で
き
ま
す
。

ま
た
、通
学
が
な
く
な
る
こ
と
で
、レ

ポ
ー
ト
・
課
題
や
課
外
活
動
へ
の
取
り

組
み
に
充
て
ら
れ
る
時
間
が
増
え
ま

し
た
。睡
眠
時
間
が
十
分
確
保
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
良
か
っ
た
で

す（
笑
）

　
大
変
な
点
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
慣
れ

て
い
な
い
学
生
や
先
生
が
い
る
な
か
で

授
業
の
進
行
が
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た
だ
、私
は
積

極
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
い
る
た

め
、そ
の
経
験
を
生
か
し
て
Z
O
O
M

サ
ポ
ー
タ
ー
を
す
る
な
ど
、オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、他
に
も
可
能

性
を
広
げ
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

心理学部 心理学科

八木 宥磨さん
心理学部 心理学科

八木 宥磨さん

経営学部
マーケティング学科
中田 萌子さん

経営学部
マーケティング学科
中田 萌子さん

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、その取り組みが
急速に広がったオンライン授業。大学では現在、対面とオン
ラインのハイブリッド型授業を行っています。
その中身はどんなものなのか、実際に授業を受けている学生
にお話しを伺いました。

自分の時間に合わせ
てアクセスし聴講する
オンデマンド授業の
様子をご紹介。

学生の声、聞いてみました

オンデマンド型授業とは？？？

オンライン授業についてインタビューオンライン授業
ライブ型×オンデマンド型02

 コロナ禍でも学生が
 「生涯学び続け、成長し続けられる力を育む」

追
手
門
学
院
大
学
副
学
長

松
井
　
健

　

2
0
2
0
年
3
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
早
1
年
3
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
。こ
の
間
、授
業
を
止
め
る
こ
と
な
く

充
実
し
た
学
び
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
は
、教
職
員
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、教
育

後
援
会
の
皆
様
の
応
援
と
ご
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
と
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
の
春
学
期
は
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
、秋
学
期
は
7
割
が
オ
ン
ラ
イ
ン
、今
年
度
の
ス
タ

ー
ト
時
に
は
5
割
オ
ン
ラ
イ
ン
、そ
し
て
4
月
25
日
か

ら
の
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
再
び
7
割
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。少
人
数
で
の
授

業（
ゼ
ミ
等
）は
対
面
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、1
年

前
と
は
異
な
り
、オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
び
も
継
続

さ
れ
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

学
生
の
皆
さ
ん
が
個
人
の
ノ
ー
ト
P
C
を
用
い
て

L
M
S(Learning

M
anagem

entSystem
)

や
W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム（W

ebex, Z
oom

）に

よ
っ
て
受
講
し
、対
面
と
変
わ
ら
ぬ
学
習
効
果

を
得
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。ま
た
本
学
で
は
、コ

ロ
ナ
禍
の
先
を
見
越
し
て
、全
授
業
に
お
い
て

I
C
T
を
活
用
し
、授
業
内
容
ご
と
に
最
適
な
手

法
を
用
い
て
、学
び
の
効
果
を
最
大
化
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
（O

ID
A
I
M
A
T
C
H
: 

M
axim

aized TeaC
H
ing

）。

　
今
後
も
真
銅
学
長
の
下
、よ
り
先
進
的
で
次
代

を
見
据
え
た
授
業
を
目
指
し
、コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
生

の
皆
さ
ん
が「
生
涯
学
び
続
け
、成
長
し
続
け
ら
れ

る
力
を
育
む
」こ
と
が
で
き
る
学
習
環
境
を
発
展
さ

せ
て
い
く
所
存
で
す
。引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

授
業
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
の

01
CAMPUS LIFE with COVID-19
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https://www.youtube.com/watch?v=ZCngVPWw03Y
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※メールの確認・返信には時間がかかることもあります。

2号館１階
072-641-9628
sodan@otemon.ac.jp

茨木安威キャンパス

大学棟1階
072-697-8195
sodan-sojiji@otemon.ac.jp

茨木総持寺キャンパス

予約は直接受付に来るか、電話やメールでも可能です。
メールの場合は、件名に「相談予約」、
本文に「氏名・学籍番号・連絡先電話番号」を記入して下さい。

9:20～17:00（月～金）学生相談室

自分についてもっと知りたい。

自分の能力をもっと伸ばしたいがどうしていいのかわからない。

したいこと、した方がよいことはあるが中々実行に移せない。

大学の中で心を許せる人がいない。

人の中に中々入っていけない。人前でひどく緊張する。

授業についていけない。

就職や進学など、将来が不安である。

やりたいことが見つからない。何をしていいのかわからない。

やる気が出ない。

漠然とした焦りを感じる。

自分に自信が持てない。

やめたい習慣があるがやめられない。

身体の不調がある。

気分に波があり、時々落ち着かない。

眠れない。

疲れが中々取れない。

時々息苦しく感じる。

人と自分がかなり違う気がする。

人からの評価が気になる。

自分自身の性格で受け入れ難い面がある。

友人や先輩とうまくいかない。

家族について悩んでいることがある。

以下のような悩みや困りごとを感じた人はいませんか？

　
学
生
相
談
室
は
そ
の
名
の
通
り
、学

生
の
皆
さ
ん
が
困
っ
た
時
に
相
談
で
き

る
場
所
で
す
。

　
悩
み
自
体
は
本
人
に
必
要
な
こ
と

を
知
ら
せ
て
く
れ
る
サ
イ
ン
で
す
。学

生
相
談
室
で
は
、皆
さ
ん
の
悩
み
や
困

り
ご
と
に
つ
い
て
共
に
考
え
、そ
れ
ぞ

れ
の
人
の
可
能
性
に
目
を
向
け
、よ
り

そ
の
人
ら
し
い
生
き
方
や
悩
み
と
の

付
き
合
い
方
を
見
つ
け
て
い
く
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。そ
こ
で
は
、外
の
ペ
ー
ス

で
は
な
く
、相
談
す
る
そ
の
人
の
ペ
ー
ス

で
自
分
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。静
か
な
落
ち
着
い
た
部
屋
で
、

心
理
士
の
資
格
を
持
っ
た
相
談
員
が
、

丁
寧
に
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
に
耳
を
傾

け
ま
す
。上
手
に
話
が
で
き
な
い
時
が

あ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。自
分
の
ペ
ー
ス

で
時
間
を
過
ご
す
こ
と
自
体
が
大
事

に
な
り
ま
す
。大
学
に
限
ら
ず
多
く
の

人
に
、そ
う
いっ
た
場
所
は
必
要
で
す
。

　
大
学
時
代
と
い
う
の
は
社
会
に
出

る
前
に
、自
分
自
身
に
つ
い
て
考
え
、学

ぶ
貴
重
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。困
り

ご
と
や
悩
み
事
が
あ
る
時
、ま
た
は
具

体
的
な
悩
み
が
な
く
て
も
、自
分
自
身

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
時
、更
に
大
学

生
活
を
充
実
さ
せ
た
い
時
に
も
、是
非

利
用
し
て
み
て
下
さ
い
。

学
生
相
談
室

CAMPUS LIFE with COVID-19 お問い合わせ

1号館１階 072-641-9629
茨木安威キャンパス

1階総合オフィス 072-697-8152
茨木総持寺キャンパス

学生支援課

05
本学は、2020年度からスタートした国の高等教育修学支援制度（給付型奨学金・授業料減免）の対象機関です。（2021年度時点）
住民税非課税世帯又はこれに準ずる世帯（世帯年収の目安は約380万円以下）の学生が、この制度の対象となります。
2022年4月頃に申請を受付ける予定ですので、学内の案内をご確認ください。
（学生にはCAMPUS SQUARE・WebClassにて案内予定）
申請制のため、必ず所定の期間内に申請する必要がありますのでご注意ください。

◆ 高等教育修学支援制度
　（給付型奨学金・授業料減免）
　  について

※1　前年度末までの修得単位数が、2年生31単位以上、3年生62単位以上、4年生93単位以上であること
※2　[学業型] 前年度1年間のGPAが3.7以上であること　[課外活動型] 前年度1年間のGPAと前年度の課外活動等ポイントの合計が3.5以上であること

奨学金の種類 対象 申込時期 給付金額 給付
時期

採用
人数 家計基準 学業成績

基準

全学年 年間授業料相当額の半額 30名 ※1

桜みらい奨学金
学業・課外活動奨励型

2年生
以上

【2020年度以降入学者】
ランクにより異なる

S：年間授業料相当額
A：年間授業料相当額の2/3
B：年間授業料相当額の1/3
C：200,000円

S：750,000円
A：500,000円
B：375,000円
C：200,000円

【2019年度以前入学者】
ランクにより異なる

約
100
名

①給与収入
　　　：841万円以下

②給与収入以外の所得
　　　：355万円以下

※1

※2

2022年
6月初旬

2022年
6月初旬

日本学生支援機構
第一種奨学生

推薦基準に準じる
2022年
10月

2022年
10月

教育後援会
給付奨学金

追手門学院大学及び教育後援会は、給付型奨学金を実施しています。
2022年度の予定は次のとおりです。申込の基準として家計基準・学業成績基準が
ありますので、申込時にご確認ください。奨学金情報

2022年度

茨木安威キャンパスにある人工芝の第1グラウンドをはじめ、体育館、アーチェリー場にテニスコート、
トレーニングセンターなど、クラブ活動用施設などが多彩に揃っています。加えて文化系クラブのため
の和室、スタジオ、アートルーム、会議室まで含めた施設の総面積38,053㎡は、33,800㎡の京セラ
ドーム大阪のほぼ1個分に匹敵する広さです。日々活動に打ち込める環境が整っています。

など、他のクラブも輝かしい成績を残しています！！

USA Summer Virtual Contests 銀賞！
All Japan Miss Dance Drill Championship Open編成 Pom部門 2位！
Miss Dance Drill Challenge Cup 銀賞！ 他
2020年度 阪神大学野球連盟1部所属！
2020年度 全日本インカレ出場！個人優勝！（男子2部走幅跳）
2020年度 全日本学生大会2位！
2020年度 関西学生サッカーリーグ2部A所属！
2020年度 関西大学Bリーグ所属！

【チアリーダー部】

【硬式野球部】
【陸上競技部】

【少林寺拳法部】
【サッカー部】
【ラグビー部】

04クラブ活動 学生生活に彩りを！
体育系・文化系合わせ49の公認クラブがあり、2020年度のクラブ加入者数は1268人。
全学生の5～6人に1人がクラブ活動を行っている状況です。高校時代からしていたこと
を大学でも続けたり、大学ではあえて違うことを始めたり、大学ならではのクラブに加入し
たりと、加入の目的や理由はさまざまです。大学からスポーツや楽器を始める先輩たちも
たくさんいます。クラブ所属学生は学業と両立し、学生生活を彩り豊かに過ごしています。

体育系・文化系合わせ49の公認クラブがあり、2020年度のクラブ加入者数は1268人。
全学生の5～6人に1人がクラブ活動を行っている状況です。高校時代からしていたこと
を大学でも続けたり、大学ではあえて違うことを始めたり、大学ならではのクラブに加入し
たりと、加入の目的や理由はさまざまです。大学からスポーツや楽器を始める先輩たちも
たくさんいます。クラブ所属学生は学業と両立し、学生生活を彩り豊かに過ごしています。

主な成績

12 学生相談室 クラブ活動 / 奨学金情報 11
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（表1）追手門学院大学DX推進計画の３つのカテゴリーと10の取組

（図3）追手門学院大学DX推進体制図 （図2）OIDAI MATCH（Maximized TeaCHing）の概念図

（図1）OIDAI WIL（Work-Is-Learning）の概念図

【カテゴリー１】
ICT環境の基盤整備

【カテゴリー２】
学修支援の高度化

【カテゴリー３】
デジタル環境設備を
活用した新たな教育
プログラムの構築

【取組1】BYODによる教育ICT環境の整備およびキャンパス全体のネットワーク環境整備

【取組2】Capacity FREE(ICTにより教室定員の制限を撤廃し希望の授業を履修可能)

【取組3】Location FREE(授業内容に応じた教室の選択による教育効果の最大化)

【取組4】「インテリジェント・サイバー・キャンパス」の構築

【取組5】「AI-ティーチング・アシスタント・システム」の構築

【取組6】「ラーニング・アナリティクス機能」整備と「学修支援エコシステム」の高度化

【取組7】「インテリジェント・サイバー・キャンパス」の持続的高度化

【取組8】「長期実践的インターンシップ」プログラムの実施

【取組9】 海外TOP大学等の「オンライン・ラーニング(正課授業)」の積極的利用拡大

【取組10】オンライン・リカレント教育プログラムの推進

副学長、学長室長、図書・情報メディア部長、
教務部長、国際交流教育センター長、大学事務局長

OI-DAI  DX 推進部会

DX推進
パートナー

副学長（DX担当）

学長会議

学長

常任理事会大学教育研究
評議会

授業毎の
到達度確認

105分×13週の
学年暦

対面×オンラインの
HYBRID授業

キャンパス再整備に伴う
ICT環境の充実

１人１台ノートPCを必携

対面×オンラインのHYBRID授業

電子図書館や学習支援システムの充実
いつでもどこでも学べる環境へ

“アナログ”から“デジタル活用”へ
 変革し教育環境を大幅に改善

授業毎に到達度を確認

105分授業×13週で広がる教育の幅
アウトプット中心の授業展開
授業外の主体的な活動にも挑戦しやすく

“供給者本位の教育”を脱却し
“学修者本位の教育”の実現へ

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た

　

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し

　
学
生
に
と
っ
て

　
　
常
に
最
適
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た

　

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し

　
学
生
に
と
っ
て

　
　
常
に
最
適
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供

最適な
カリキュラムへ

社
会 有 為

発

信
性

協
働

性

時 間

評
価

記
録

指 導

主体
的
学
び
科
目

リベラルアーツ・サイエンス
科目

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション科目 基 盤 教 育

専 門 教 育

ボラ
ンテ

ィ
ア

フ
ィ
ー

ルドワーク

イン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ課

外
授
業

プロジェクト

授業や学内外で実施される様々な活動を
WILプログラムとして登録・認定し
学 生 の 主 体 的 な 学 び の 場 を 提 供

行動して学び、学びながら行動する

追
手
門
学
院
大
学
D
X
推
進
計
画

　
「
追
手
門
学
院
大
学
D
X
推
進
計
画
」

は
、３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
10
の
取
組

を
掲
げ
て
い
ま
す（
表
１
）。

　

ま
た
、「
D
X
推
進
部
会
」を
設
置
し
、

各
取
組
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。さ
ら

に
、最
先
端
の
知
見
を
有
す
る
企
業
と
の

産
学
連
携
に
よ
る「
D
X
推
進
パ
ー
ト
ナ

ー
」を
結
成
し
、持
続
的
に
高
度
化
す
る

体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す（
図
３
）。

　

こ
れ
ら
の
計
画
は
、文
部
科
学
省
の

「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・
高
専
教

育
高
度
化
プ
ラ
ン(Plus-D

X
)

」と
い
う

事
業
に
採
択
さ
れ
、先
に
紹
介
し
た
本
学

独
自
の
取
組
で
あ
るO

ID
A
IW
IL

な

ら
び
にO

ID
A
IM
A
T
C
H

を
後
押
し

す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。す
で
に
、

D
X
推
進
計
画
は
実
行
さ
れ
て
お
り
、

取
組
１
の「
B
Y
O
D
に
よ
る
教
育
I
C

T
環
境
の
整
備
お
よ
び
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
」に
つ
い
て
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
B
Y
O
D
に
よ
る

P
C
必
携
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、さ
ら

に
２
０
２
０
年
度
に
は
安
威
キ
ャ
ン
パ
ス

の
大
規
模
シ
ス
テ
ム
整
備
に
お
い
て
、

B
Y
O
D
利
用
を
前
提
と
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
へ
の
適
応
、新
た
な
教
育
の

展
開
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
高
度
か
つ
柔
軟

な
I
C
T
環
境
の
構
築
を
行
い
ま
し
た
。

D
X
の
推
進
に
よ
る
本
学
の
目
標

　

２
０
２
１
年
度
を
本
学
に
お
け
る
教

育
D
X
元
年
と
し
て
位
置
づ
け
、「
追
手

門
学
院
大
学
D
X
推
進
計
画
」を
着
実

に
実
行
す
る
こ
と
で
、学
修
者
本
位
の
ア

ダ
プ
ティ
ブ
な
教
育
環
境
を
構
築
し
、本

学
の
教
育
を
よ
り
高
度
化
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

D
X
と
は

　

D
X（D

igital Transform
ation

）と
は
、

２
０
０
４
年
に
ウ
メ
オ
大
学
の
エ
リ
ッ
ク
・

ス
ト
ル
タ
ー
マン
教
授
が「
I
C
T
の
浸
透

が
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良

い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
」と
提
唱
し
た
こ

と
が
起
源
と
言
わ
れ
て
お
り
、日
本
で
は

経
済
産
業
省
が「
D
X
レ
ポ
ー
ト
」（
２
０

１
８
年
）に
お
い
て「
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
の
激
し
い
変
化
に
対
応
し
、デ
ー
タ
と

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、顧
客
や
社

会
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
、製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
す
る
と
と
も
に
、業

務
そ
の
も
の
や
、組
織
、プ
ロ
セ
ス
、企
業
文

化
・
風
土
を
変
革
し
、競
争
上
の
優
位
性

を
確
立
す
る
こ
と
。」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、高
等
教
育
に
お
け
る
D
X
と

は
、大
き
な
社
会
変
化
の
中
で
大
学
の
社

会
的
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

追
手
門
学
院
大
学
に
お
け
る
D
X

　

追
手
門
学
院
大
学
で
は「
高
い
志
を
持

っ
て
主
体
的
に
学
び
、新
し
い
社
会
の
創

出
・
発
展
に
協
働
的
に
関
わ
る
こ
と
の

で
き
る
資
質
・
能
力
・
人
間
性
を
有
す
る

人
物
を
育
成
す
る
」と
い
う
教
育
理
念

を
策
定
し
、実
現
す
る
た
め
に
、独
自
の

学
修
ス
タ
イ
ル
で
あ
る「
行
動
し
て
学
び
、

学
び
な
が
ら
行
動
す
るO

ID
A
IW
IL

（W
ork-Is-Learning

）」（
図
１
）と
独
自

の
教
育
手
法
で
あ
る「
I
C
T
等
を
活

用
し
教
育
内
容
に
マ
ッ
チ
し
た
最
適
な

手
法
で
教
育
効
果
の
最
大
化
を
実
現

す
るO

ID
A
IM
A
T
C
H

（M
axim

ized-
TeaC

H
ing

）」（
図
２
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ス
タ
イ
ル・
手
法
を
よ
り
高
度

化
し
、学
修
者
本
位
の
教
育
を
実
施
す
る

た
め
に「
追
手
門
学
院
大
学
D
X
推
進
計

画
」を
策
定
し
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、追
手
門
学
院
大
学
独
自
の

「
学
修
者
本
位
の
教
育
」を
実
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

追
手
門
学
院
大
学
副
学
長

金
政
祐
司

と
は
？

教
育
D
X

「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

  

大
学
・
高
専
教
育
高
度
化
プ
ラ
ン
」に
採
択

文
部
科
学
省
新
規
事
業

https://bit.ly/2SdJLED
https://bit.ly/3h4CeRd

URL

2021年7月31日（土）～8月31日（火） 今年度同様、冊子版の郵送をご希望の方はこちらよりお申込みください

刊行物の郵送をご希望の方へ
\ １年生～３年生の保護者対象 /

ご回答受付期間

昨今のデジタル化推進の流れ、また環境に配慮した活動を行っていくため、本会においても
刊行物の電子化の取り組みを行って参ります。2022年度より専用ページのQRコード、URLを
お送りいたしますので、アクセスしてご確認ください。

いつも教育後援会会報をご愛読いただきありがと
うございます。皆さまのご意見を頂戴しよりよい活動
にするため、教育後援会の活動についてアンケー
トのご協力をお願いいたします。

刊行物（総会資料・会報）電子化のお知らせアンケートご協力のお願い

URL

ガ
イ
ダ
ン
ス

就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
が
行

う
学
生
支
援
の
基
幹
と
な
る
行

事
で
す
。企
業
の
採
用
動
向
や

就
職
活
動
の
進
め
方
、採
用
選

考
で
必
要
と
な
る
知
識
や
ス
キ

ル
、大
学
の
支
援
体
制
な
ど
、就

職
活
動
を
行
う
上
で
必
要
と
な

る
情
報
を
講
演
形
式
で
提
供
し

ま
す
。

A

ゼ
ミ

採
用
選
考
で
必
要
と
な
る
知
識

や
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
で
の
講
演
を
通
じ
て
理

解
し
た
後
、実
際
に
少
人
数
形

式
の
ワ
ー
ク
・
演
習
に
よ
る
模
擬

体
験
を
通
じ
て
就
職
活
動
本
番

で
通
用
す
る
実
践
力
を
身
に
つ

け
ま
す
。

B

Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験

Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
の
対
策
を
年
間
を

通
じ
て
行
い
ま
す
。対
策
講
座

は「
基
礎
編
」と「
標
準
編
」を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、自
身
の

学
力
の
状
況
に
応
じ
て
申
し
込

む
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま
た
、Ｓ

Ｐ
Ｉ
模
擬
試
験
を
受
験
し
て
自

身
の
現
状
を
把
握
し
ま
す
。

C

優
駿
塾

業
界
を
代
表
す
る
リ
ー
ディ
ン
グ

企
業
や
上
場
・
大
手
企
業
へ
の

就
職
を
目
指
す
特
別
訓
練
コ
ー

ス
で
す
。ハ
イ
レ
ベ
ル
の
実
践
的

訓
練
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、競

争
率
や
採
用
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

企
業
へ
の
内
定
に
繋
げ
ま
す
。

毎
年
、大
学
平
均
を
大
き
く
上

回
る
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

D

学
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
合
説

リ
ー
ディ
ン
グ
企
業
を
中
心
と
し

た
業
界
大
手
企
業
を
招
い
て
、

学
生
の
業
界
研
究
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
と
も
に
、参
加
企
業
が

実
施
す
る
夏
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
へ
の
参
加
へ
と
繋
げ
ま
す
。本

学
学
生
の
採
用
意
欲
の
高
い
企

業
が
参
加
し
ま
す
。他
に
、ナ
ビ

サ
イ
ト
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
エ
ン
ト
リ
ー
を
支
援
す
る
た

め
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
エ
ン
ト
リ

ー
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

E

学
内
企
業
説
明
会

本
学
へ
の
採
用
意
欲
が
高
い
企

業
や
採
用
実
績
の
あ
る
優
良
企

業
を
学
内
に
招
い
て
、企
業
説

明
や
採
用
情
報
等
を
伝
え
て
も

ら
い
ま
す
。こ
こ
か
ら
内
定
に
繋

が
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、就
職
状
況

に
応
じ
て
年
間
に
複
数
回
実
施

し
て
い
ま
す
。3
年
生
時
は
上
場

企
業
や
大
企
業
を
中
心
に
、４

年
生
時
は
中
堅
優
良
企
業
も
加

え
て
実
施
し
ま
す
。

G

保
護
者
の
た
め
の

就
職
講
演
会 

・ 

個
人
相
談
会

講
師
に
よ
る
講
演
会
や
個
人
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。個

人
相
談
会
は
、内
容
に
よ
っ
て
大

学
の
ス
タ
ッ
フ
や
学
外
支
援
機

関
の
担
当
者
が
対
応
し
て
い
ま

す
。近
年
は
、今
の
学
生
を
取
り

巻
く
就
職
環
境
や
本
学
の
就
職

支
援
・
就
職
実
績
に
つ
い
て
、障

が
い
を
持
つ
学
生
の
就
職
活
動

に
つ
い
て
、お
よ
び
日
常
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
安
が
あ
り
社

会
に
出
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
学
生
へ
の
就
職
支
援
に
つ

い
て
、を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
会
・

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

I

就
活
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

一
人
で
内
定
取
得
ま
で
活
動
す

る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
学
生
に

対
し
て
、就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援

課
の
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
者
と
し
て

最
後
ま
で
一
緒
に
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
伴
走
型
の
支
援

で
す
。学
生
は
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
制

度
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

H

就
職
活
動
せ
な
ド
ン
フェ
ア

就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
不
安
の
あ
る
学
生
や
準
備

不
足
を
感
じ
て
い
る
学
生
が
、一

日
で
自
身
に
必
要
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
対
策
が
で
き
る
就
職
活

動
フ
ェ
ア
で
す
。就
職
活
動
に
必

要
な
知
識
や
ス
キ
ル
に
関
す
る

様
々
な
講
座
を
展
開
し
て
お
り
、

個
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
参

加
す
る
講
座
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

F

※

就
職
支
援
会
社
と
連
携

合
同
求
人
マ
ッ
チ
ン
グ
会

今
後
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

就
活
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー (

〜
３
月)

追
大
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ (

〜
１２
月)

い
つ
で
も
学
べ
る
就
活
ゼ
ミ (

〜
１２
月)

※

大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

事
務
職
求
人
マ
ッ
チ
ン
グ (

〜
１２
月)

今
後
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

採
用
選
考
対
策
セ
ミ
ナ
ー

「
志
望
動
機
」・「
面
接
」 (

〜
６
月)

ナ
ビ
サ
イ
ト
予
約
エ
ン
ト
リ
ー
会

学
内
企
業
説
明
会
【
単
独
・
合
同
】

Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
講
座

い
つ
で
も
学
べ
る
就
活
ゼ
ミ (

〜
３
月)

就
職
活
動
せ
な
ド
ン
フ
ェ
ア

最
終
ガ
イ
ダ
ン
ス「
エ
ン
ト
リ
ー
へ
の
行
動
」

Ｓ
Ｐ
Ｉ
模
擬
試
験

採
用
選
考
対
策
ゼ
ミ

「
業
界
研
究 ⇒

 

自
己
分
析 ⇒

 
面
接

　

⇒
 

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
エ
ン
ト
リ
ー
会

Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
講
座 (
〜
１２
月)

採
用
選
考
対
策
ゼ
ミ

「
業
界
研
究 ⇒

 

自
己
分
析 ⇒

 

面
接

　

⇒
 

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

採
用
選
考
対
策
ゼ
ミ

「
業
界
研
究 ⇒

 

自
己
分
析 ⇒

 

面
接

　
⇒
 

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

ガ
イ
ダ
ン
ス「
採
用
選
考
の
流
れ
」

Ｓ
Ｐ
Ｉ
模
擬
試
験

選
考
対
策
ゼ
ミ

「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

対
策
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

学
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
合
説

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
エ
ン
ト
リ
ー
会

選
考
対
策
ゼ
ミ「
面
接
体
験
」

対
策
ガ
イ
ダ
ン
ス「
面
接
」

優
駿
塾 (

〜
７
月)

Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
講
座 (

〜
７
月)

選
考
対
策
ゼ
ミ「
自
己
P
R
作
成
」

選
考
対
策
ガ
イ
ダ
ン
ス「
自
己
分
析
」

ガ
イ
ダ
ン
ス「
企
業
・
業
界
研
究
」

ガ
イ
ダ
ン
ス「
春
学
期
の
働
き
方
」

H G

GG F EE E DC C C C C

B B

B B B B B B B

A A

A A A A A A A

月２ 月１ １２月 １１月 １０月 月９ 月７ 月６ 月５ 月４

４
年
生

３
年
生

２
０
２
１
年
度
就
職
支
援
行
事

（分母：卒業者－大学院進学者）

99.2％
 実就職率：80.7％

内定率

上場企業および
大企業への就職

うち 41.7％ うち 4.１％

（分母：就職活動者）

2 0 2 0年度の主な就職実績

（国家公務員・地方上級公務員）

各業界を代表するリーディング企業および難関公務員への就職

生の採用実績の高い業界での採用減少や昨年
度から一気に広がったオンライン選考への対応
など、個々の学生に目を向けると支援が必要な学
生は今年度も多いと感じております。そのため、今
年度は未内定者支援の本格稼働を例年の9月
から6月に早め、2020年度に大幅に増えた「就
職活動からの離脱者」を出さないよう取り組みを
進めて参ります。
　また、資格については、行政書士合格者が今
年度は公務員講座を受講しており、次年度の合
格実績の飛躍的な向上に向けコロナ禍での学
習環境の整備に努めております。資格取得という
成功体験を通じて学生が自身を持ち、希望する
将来の進路に進むことが出来るよう、合格実績に
こだわった支援を継続して参ります。

　本学では、1人でも多くの学生が卒業後に社
会人としての第一歩を踏み出せるよう「就職率」
の向上に取り組むとともに、多様なフィールドで卒
業生が活躍できるよう「就職先」も意識した支援
を行っております。また、公務員を目指す学生に
ついても、国家公務員や地方上級公務員の合
格実績向上に向け、1年生からの体系立てたプ
ログラムを実施しております。
　2020年度の就職実績はいずれも前年度を下
回っており、今年度の就職実績改善に向け4年
生の就職支援の見直し・強化に取り組んでおりま
す。4年生を取り巻く就職環境は、求人倍率の低
下はあるものの底堅く、5月時点における学生・
企業の動きはコロナ前の2019年の同時期を上
回る状況となっております。しかしながら、文系学

就職支援コロナ禍での
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https://bit.ly/2SdJLED
https://bit.ly/3h4CeRd
https://bit.ly/3h4CeRd
https://bit.ly/2SdJLED


追手門学院大学教育後援会
〒567-8502 茨木市西安威2-1-15

TEL 072 (641) 9669 / FAX 072 (643) 9414
http://www.ogu-kyoikukoen.com

追手門学院公式チャンネルで配信中！
動画でキャンパス見学！

キャンパスや学院の紹介、

教員や先輩からのメッセージ、

頑張る追大生の声など、

様々なコンテンツを配信中！

[ブリッジ]
学 生 広 報 ス タ ッ フ と 作 る
学 生・教 員・職 員 の た め の
インタラクティブ・マガジン

https://otemon-bridge.online/

オンライン版もあわせてチェック！オンライン版もあわせてチェック！

学生の目線で切り取った
追大の旬な情報をお届けしています。

最新号掲載中！最新号掲載中！

教育後援会会報第107号を掲載いたしました

LibrariEライブラリエ追 手 門 学 院
電 子 図 書 館

電子書籍の貸出、試し読み、予約が
PC・タブレット・スマートフォンで、いつでも !  どこでも !   

https://bit.ly/3zR2kQ7

（ページ下部より登録してください）

QRコードを読み取れない場合はこちら

学院及び学院外郭団体（教育後援会、大学校友会、校友会山桜会等）の
最新情報、イベント情報、活動情報などの有益な情報を発信しています。

学院の情報をメールマガジンでお届け！

http://www.otemon.jp/otm-m/

QRコードからご登録いただけます。

h t t p : / / www . o g u - k y o i k u k o e n . c om

ホームページもチェック！

茨木総持寺キャンパス

茨木安威キャンパス

072-697-8195
072-641-9628

072-641-9611

※各学部への直通電話番号は大学HPにて掲載

学生相談室
（学生相談・心理的ケア等に関することなど）

（授業関係・学業修学・休学・在籍証明書・成績証
 明書・卒業証明書等に関することなど）

学生相談について

学費について

各種資格講座について

各種お問合せの際は、以下より担当部署・

電話番号をご確認のうえ、お問合せください。

こちらに記載のないものに関しましては、大学

HP「お問い合わせ」ページにて一覧を掲載

しております。

各種お問合せ先一覧

財務課

就職・キャリア支援課

茨木総持寺キャンパス 072-697-8157

茨木総持寺キャンパス

茨木安威キャンパス

072-697-8174
072-641-9632

就職・キャリア支援課

就職･進路支援について

茨木総持寺キャンパス

茨木安威キャンパス

072-697-8152
072-641-9627

学生支援課
（奨学金・落し物・スクールバス・定期券に関するこ
 となど）

（授業料・延納・家族学費減免等に関することなど）

学生生活について

072-641-9614

教学について

教務課

http://www.otemon.jp/otm-m/
http://www.ogu-kyoikukoen.com
https://otemon-bridge.online/
https://bit.ly/3zR2kQ7
http://www.ogu-kyoikukoen.com
http://www.ogu-kyoikukoen.com
http://www.otemon.jp/otm-m/
https://bit.ly/3zR2kQ7
https://otemon-bridge.online/
https://www.d-library.jp/otemon/g0102/libcontentsinfo/?conid=294964&m=BRIDGE+VOL.17
https://www.youtube.com/channel/UCW2ONvhtVXvOb9E7wK_cPsA
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